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se 「ies

which 　would 　be　idenし；cal 　with 　Japancse　Ansretica　decttrsiva〔Nodake ） 1
・
（，（）q　and 　Q厂

IV （Pd −D ），

Korean　ざ4〜ithri∬ us　nemorosa （Shaku ）ro て，t，

前胡（qi。 n ．Hu ）は 名医別 録の 中 品 に 収 鞴 れ て い る 麟 で ，輔 志
2’

・ 中葯大繖
3’
等に よれ ｝轗 骸 嗽・醐 脹

満，痰稠喘息，嘔逆等に 用 い そ の応用 は 柴胡に近い とされ て お り， 原植物 と して 白花前胡 Peucedanum
　PrarerntPtorum

DuNN 螺 花前di・P．・decursi・ um ・M ・ x ・1 −（Umb ・llif・… ）の ・ 勧 基原とす る と記載 され て い る・一方 ・
わ が 国 で は醐

の 瞞 物 と して セ リ科（Umb ・ll三fera・）の ノ ダ ケ オ・・伽 伽 ・ε・・ F ・ ・e・ SAv ・（− P ・ucedanu ・n　d・cu 「si“um 　MAx ’M ・4a’）

らに は ftUa）　Angelica・pP．あ るい は ヤ マ ゼ リ ・… ri・um ・・i・b・・dii・N … 1（Umb ・11if・… 〉の 根を 当て 潮 鮮 で は シ ャ ク

Anthriscus　nemerosa 　SpRENG ．（Umbelliferae） を 当 て て い る
4b ）．

　生 薬前胡 の 成分研究に つ い て は ， 古くは 1951年の 木村康 一ら 5）
の 報告，そ の 後陳政雄ら

6冫
に よ る 白花前胡の 成分研

究が 見 られ ，S ら嘩 者 らは 中雕 前胡姓 理 雕 瀕 の 確 の 輝 と し狛 花醐 P ・・漁 脚 襯 μ゜「” m 　DUNN

の 根 の エ
．テ 、レ可溶部 か ら se ・cl三・ 骼 を持 つ 蠅 の 一 ・… （Pd一工・・Pd一工b

・
・Pd −・ll・・Pd一皿 ）を

7’
・ また 紫花前胡

Peucedanum　decursivum　MAxlM ．と思わ れ る広西前胡 か ら xanthylet 正n 骨格 を持 っ 4 種 の coumarin （Pd −C一工，Pd −C・1 ，

1）L ・ c・ti・ n ・ 1−35−23　N ・ ・嵎 5・卿
，ぬ ・ 物 ・・

2）中国医学科学院編，
“
中葯志

”

第 1冊，人民衛生出版社 ， 北京，1959，p．　S22．

矯灘鱸撚轗鱸蹴灘墨撫難憲灘熱至膿 、徽
　 井次三 郎，

“
日本植物誌

”
，至文堂 ，

1965
・ PP ・996・

1閥 議 ，蚕欝 灘 濡
71

，
〔

膿 一 一 ・ 486 （19・9・・

7）T ．Ok ・y・… nd 　S．　Shib… ，伽 磁 伽 42・89 （1981）・
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Pd −G 一皿
・
decursidin） と furocoumarin 骨格を持っ bergaptenお よび nodakenetin と nedakenin を 単離し B）

それ

ぞれ の 構造 を 明 らか に す る と と もに ，Pd −Ia に 平溺筋 に おけ る カ ル シ ウ ム 流入抑制作用 が あ る こ とを 報告 し た
9）．

　現在，わ が 国 の 市 易 品前胡 は ほ とん ど中国か らの 輸入 品で あ り白花前胡と紫花前胡を区別す る こ とな しに 中国産前

胡あるい は 産地名で 取 り扱 わ れ て お り，rl煬 晶 前胡 の 品質評価は ほ と ん ど行 な わ れ て い な い ．佐竹 ら le）lrk顕微鏡お よ

び シ リカ ゲ ル 薄層 ク 卩 マ b グ ラ フ ィ
ー

（以 FTLG と 略記）上 で の 知見 に 基 づ き， 市場品前胡を 4 つ の タ イ プに 分類

で きる と報告 し てい るが 成分的な鑑別法 は い まだ確立 され て い な い ．そ こ で 筆者 らは 柴 田 ら
1P

に よ る二 波長 ジ グ ザ グ

ク ロ マ トグ ラ ム ス キ ャ ナ ー
（以下 DWZ −TLG と略記）に よ る パ タ

ー
ン
！
分析を 応用 し，前胡 成分 の うち 特 に coumarin

に 着 目 し・各 前 胡 の エ
ー

テ ル エ キ ス の DWZ −TLC お よ び プ ロ トン 核磁気共鳴 （以
丁
ド 1H −NMR と略記）ス ペ ク 【

・ル

の パ タ ーソ 分析な らび に 特 微的な ピ ーク お よ び シ グ ナ ル の 解析を行な っ た．そ の 結果前胡 の 基原植物を coumarin の

1H −NMR ス ペ ク トル の 上か らみ る と，　seselin 系 coumarin と し て 確認 され た 試 料 は 白 花前胡 Peucedanum　praerup・
torum　DuNN と し て

，　
xanthyletin 系と して 確認 された試料は 紫花前胡 P ，　decursivum　MAxIM ．と し て ，ま たい ずれ に

も属 さな い 試料は シ ャ ク Anthrisczas　 nemoresa 　 SPRENG と して 分類す る こ と が で き た．な お 日本 産 ノ ダ ケ Angelica

decursiva　FR．　et　SAv ．（＝Peucedanum 　decursivum　MAxIM ，） は xanthyletin 系 coumarin 等を含み 成分上 の 比較か ら も

紫花前胡 と同一と考え られ る．しか し ， 数多 い 市場品前胡 （TABLE　1） の 中に は
IH −NMR ス ペ ク トル に よ る 骨格上

か ら見 る限 りで は 白花前胡由来 の 試料 と言 え る も の の ，
DWZ −TLG を用 い て 検討 した と こ ろ

一
部 の 試料に 含有成分

に か な りの 相異 が 認め られ た こ とか ら白花前胡系 を 2 つ に 分類 し ， 結局市場品前胡を 次の 4 つ の タ イ プ，すな わ ち，
1）Q −1 タ イ プ （白花前胡

一Pd −A 系），2）9 一皿 タ イ プ （白花前胡
一Pd −B 系）， 3）Q 一皿 タ イ プ （紫花前胡

一Pd −G

系），4） Q．−W タ イ プ （シ ャ クーPd −D 系）に 分類す る こ ととした （TABLE 　I 参照），

　な お基原植物を 同
一と しな が らも成分比に

一
部バ ラ ツ キが 認 め られた こ とは ，産地あ る い は 採集時期 に よ る相異 と

も考 え られ る こ とか ら入 手可能な 口本産 ノ ダ ク
．
の 産地 あ る い は 季節的変化 に よ る coumaril1 含量 に つ い て RF 検討中

で あ と，．

実　．験　方　法

rl∫場品前胡 （TABLE 　I） を Et20，　 Mc2CO ，　 MeOH の 各溶媒 て順 次温時 抽｝U し，得られ た EtzO エ キ ス に つ い て

From 　 Pd −A −br 　Peueadanum 　ppa2 ？ up 亡OP   m 　DUNN

　 all 　 seselin 　 type
　 　 　 　 　 　 　 H

　　　　　×1ジ。

　　　　　　蓄
・

　　　　　×漆 。

　 　 　 　 　 　 4
　　　　　〜　．．

”R4

　　　　　　 R3
From 　Pd −C −−a ，　 　 　 　 　 　 Peucedanu η1　 decur6i り um

xanthyl 臼tin 　type 　99 ．8 暑　　　　Pd −C一工 ；

　 　 　 　 B2　 H

　　R
ユ 　 1 　 5 　 　 　 　 Pd −Cffエ，

　　　’

4

ζ1
。

　 　 　 ’

　 　 　 　 　 　 I
furocournarin 　type 　O．2i
　 　 　 　 　 　 CH3

　　　 1flR 　 　 berq ・p ヒen

　 　 　 　 O　　　 　　　　 O

Pd −la ： R’pt −°

F，12）・・CくliH3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔Angeloy1 ）

　 　 　 　 R2 置　一〇
−COCH3

Pd −lb ：　 R3 胃一〇−Ange 工oy 工

　 　 　 　 R4 ＝＝O
Pd −1工 ：　 R3 ＝R4 諞　一〇−Angeloy よ

Pd −III 言　R3 冩　一〇
−Angeloyl

　　　　 R4 胃一〇−COCH2CH 〔CH3 ）2

　 　 　 　 MAX 工M ．
　 　 　 　 Rエ＝　

−0−COCH ＝C 〔CH3 ）2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔Senecioyl ）
　 　 　 　 R2 ＝　−OH
　 　 　 　 RI ＝　−OH
　 　 　 　 R2 諞一〇−Senecioy1
Pd −Ci ，r工 ； Rl ＝！−0 −Angeloyl
　 　 　 　 R2 ＝　−0−COCH3
decursidin ：　Rl ；R2 ＝＝　一’O−Senec 工oYl

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Chal・し l

Ch ・t・ 1・C ・ uma ・i… 1・・ 1・t・d 肋 m 　th ・ Et，つ E・し・．　i・ ‘‘
qlan−Hu ・

R−ORtH

：　 nodakenetin

R＝Glucose ：　nodakenin

　 Chart　2

Ch 自 rt　2．　Coumarins 　Isolated　froln　the　Me2CO 　and 　MeOH 　Extr．　in　Pd−G −c，　Peucedanum　decuxsi．z丿z〃η MAxIM ．

8）LS ・k・kib・・a・T ・Ok ・y・ m ・ a ・・d　S・Shib・t・，　P1・nt・
・Me 呶 1・ p ・e・s （1982）．

9）T ・K − ・ ・K ・S ・ k・i・M ・U ・ hid・ ・T ・・Ok ・y・ ma 　a ・ d　S．　Shib…
， 」．・Ph ・ ・m ，　Pん・ r脚 ・・1，β 3

，
317 （1981）．
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TA 肌 E　I．“Qlan−Hu
”Specimens　CoUected　in　the　Market 　 and 　 Their

　 　 　 　 Chemotaxonomical 　Classification

Samples

QレITyPe

　 Pd＿A −a

　 Pd −A −b

　 Pd．A −c

　 Pd．A −d

　 Pd −A −e

　 Pd −A −f

　 Pd −A−9
　 Pd −A −h

　 Pd −A −i

　 Pd −A −j
　 Pd．A −k

　 Pd−A −1

　 Pd −A ．m

Trade 　Name

准前胡

准前胡

信前胡

蘇前胡

蘇前胡

Route

中国 （中医薬）

中国輸入 品

中国輸入品

中国 （中医薬）

中国輸入 品

中国市場品

香港市場 品

台北市場 品

台北市場品

中国輸入 品

中国輸入 品

中国輸入品

巾国輸 入 品

Samples　　 Tradc 　Nalnc Rl。 u し，

Q：
II　Type

　 Pd．B．a

　 Pd．B．b

Q7111　Type

Pd −C−aPd
−C −bPd
−（）．CPd

−C−dPd

−B−cPd

−C．e

Q；
−IV 　Typc

　 Pd −D ・a

　 Pd −D −b

西
’
前胡

西前胡

広西前胡

本前胡

西前胡

〔ノ ダ ケ 〕

品場市北台

品入輸国中

中国輸入 品

中国市場品

台北市場品

中国輸入 品

中国輸入品

埼玉 県秩父 市顔振

峠に て 採集

韓国 市場 品

中国市場 品

DWZ −TLC な らび に
監H −NMR ス ペ ク トル の 測定を行なう，特徴的 な DWZrTLC の ピーク お よび

1H −NMR ス ペ

ク トル の シ グナ ル の 帰 属 は 筆 者 らが 前 胡 か ら得た coumarin7 ・8）

（Ghart　1 参照）を標準物質と して行 な っ た．さ らに

そ の 際用 い た 2 種 の 試料 Pd −A −b と Pd −C ・a を，さ らに 佐竹 ら が シ ャ ク と同定 10 ）
し た 試料 Pd −D ・a を標準試料と し

て 用 い た．

　試料の 調製

　粉砕した 市場品前胡 3〜59 を Et20
，
　Me2CO

，
　MeOH の 各溶媒 で 順次 6 時問 ず つ 抽出 し，溶媒留去後減圧下 60°

で 2 昼夜乾燥す る．DWZ −TLC お よ び 1H ・NMR ．ス ペ ク トル 用試料 は すべ て Et20 エ キ ス を 使用 した・

　1） DWZ −TLC 用試料 ： 各 Et20 エ キ ス お よ び 標準物質を 5mg ずつ 精秤 し・Me2CO 　O・5ml に i容解す る・

　2）　1H −NMR ス ペ ク トル 用試料 ： 各 Et20 エ キ ス 約 40mg を CDG13 約 0．4ml に 溶解す る．

　 DWZ −TLC お よ び
1H ・NMR ス ペ ク トル の 測 定

　1） DWZ −TLCI 　TLC の 薄層板 は M ・・ck ，　Ki ・・elg ・I　GF ・・4 を使用 し ， 展開溶媒 ・
−H ・・ an ・

−AcOEt ＝100 ： 45 を

用 い
， それ ぞれ 16cm 展開す る （溶媒除 去後 も う 1度展開す る）．展開後島津 DWZ −TL （】GS−910 を 用 い ，波長

λ，
・ 270・nm

，
　 A、・ 400・nm ，ス リ ・ 卜 L25 ・ L25 　mm ，〃 ザ グll冨 2・4〜3・0・m で 測定・

　2） 1H −NMR ス ペ ク トル ： 調製 した 試料を H 本電子 PS・100型を用 い ，　 TMS を 内部基準と して 0〜20
　pp職 ま で

を測定す る （た だ し Fig．5〜Fl9．10 に は O−−10PPM ま で 掃引 し た チ ャ
ー トを 記載 した）・

結果および考察

　木研究に 用 い た rii場品前胡 22 検体ならび に 本邦採集品の ノ ダ ケ Angetica　 decursiva　FR ．　et 　SAV ．（＝ Peucedanum

decursivum　MAxlM ．）は TABI．E　I に 示 す とお りで あ る．　 DWZ −TLC に よ る パ タ
ーγ 分析 を Fig・　1〜Fig・4 に

・

1H ’

NMR ス ペ ク トル に ょ る パ タ
ーン 分析を Fig．5〜Fig，　Io に 示 した （た だ し Fig．1〜Fig．10 に は TABLE 　I に 示 した

試 料 の 中 の 代表的な 例 を記載 した ）．

　1． DWZ −TLC に よるパ ター
ン 分析

　D　Q −1 タ イ プ （白花前胡
一Pd・A 系）： Pd −A −b は陳政雄氏 か ら提供を 受け た 自花前胡 Peucedanum　PraeruPtorum

DuN 。 （Pd
−A −・ 標品） と生薬の 内部形態 お よ び騨 物質と して 臥 ・た ・e ・elin 系 ・Qum ・・三・ Pd −1 ・

・
Pd凾lb・Pd 一皿・

Pd一皿 を含み しか も全体 の パ タ
ーソ が よ く似 て い る こ とか ら ，　Pd −A −a 同様 白花前胡 で あ る と結論 で ぎ る．つ ぎに 他

の 試料は 標準物質 に 対 応 す る ピ
ー

クが 認 め られ し か も標準試料 Pd −A −b の パ タ
ーソ と似 た プ P フ ィ ル と して 観 察 され

た の で Q −1 タ イ プ と し て 分類 し た （Fig．1 お よ び TABLE 　I 参照）．

10）佐竹元吉，神田博史 ， 日本薬学会第 100年会講演要旨集 ，
1980 ，p・250・

11）平賀敬夫，細山恵子 ， 高橋邦夫，柴 田承 二 ， 生薬・33・38 （1979）・
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　 　 　 　 Pdi−エa 　 　 　　 　　 　 　？，1．TT

　　　　　＼　 ／
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c‘
（lian−Hu

”
，⊆t−II　Type ，

　Pd．B　Series

　2） Q −H タ イ プ （白花 前 胡
一Pd −B 系）！西 前胡名 の 3 検体中 Pd −B −a と Pd −B −b （Fig．2）は 先 の 標準試 料 Pd −A −b

と比較し ・
Pd −la に 相当す る ピー・

ク は 認め られ る もの の 試料濃度を加減 し て もPd ・工b，　Pd・11，　Pd一皿 に 対応す る ピ

冖
ク が ま っ た く認め られ な い ・一方の 西 前 胡 （Pd −B−c，　 Fig・3） は Pd −A −b に 対応す る パ タ ーン の み ならず ， 次の Q一

皿 タ イ プの 標準試料 Pd −C−a と似た パ タ ーン と して 観察 され る．こ の こ とは こ の 試料独 自の 成分に 基づ い て い る の か

あ るい は Pd−A 系に Pd −C 系 の 前胡が 混入 した た め とも見 られ る．そ こ で Pd ・A −b と Pd −C−a の ほ ぼ 1 ： 1 混合試

料 を作 製 し，
Pd −B−c の TL （】 と比較 し て み る と両者の プ Pt フ ィ ル が か な りよ く似 て お り，

　 DWZ −TLC に よ る比 較

か らだ け で は 上述の 2 つ の 可能性 は い ずれ と も決定で きな い ．
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Fig，3．　T ・G−P ・・fi1・ ・f・h・　E・20 ・E … ．・f ・h・ M ・ ・k・・ D ・ug ・
“Qian−H ・ ・

”
（乏III　Typ ・・Pd・G　Se「ies

＊
ノ ダ ケ Angelica　decursiva　FR．　et 　Sへv ．

血
Pd−D−a

一

Fig，4，　TLC −Pronlc 　of　thc 　Et20 　Extr．　of 　Lhc 　Markct

　　　 Drug 　
c‘

Qian・Hu
’｝

，
　Q −lv 　Type ，　Pd −D　series

3） q −B イ ブ （紫花前胡
一Pd・G 系）・ こ こ で 鰾 職 料 とし て 広西醐 Pd ・C−・ を・騨 物蜘 こ は Pd −C’a か

ら得 た 4 種 の xanthyletin 系 coumarin （Pd −C一工，Pd −C 一皿
，　Pd −C 一皿，　decursidin） と bergapten（Chart　1 参照）を用

い た ．． の 系吩 類 した 暢 品お よ び ・ ダ ・ 孟・，勲 伽 伽 F・… SAV ・← P ・ uced ・・um 　deeursi・um 　M ，a」XIM ・）鰾

勒 質鬮 応す る ピ ー・ が ほ ぼ 1司 じ よ うに 認 め らn ，
し 蝿 パ タ

ー栓 体が Pd −a−・ の そ れ と似た プ 卩 フ ィ ノレ として

臟 され た ．9t：広西 醐 ・d−G−・ の M ・・C・ と M ・・H エ キ ス 施 鰍 2 種 の ・・ um ・・i・ （Cha 「t
　
2） 1嫐 こ ノ ダ ケ

か ら得た nQdakenetin お よ び nodakenin と同定した s）．なお 広 西 前胡 の 基原植物は そ の 形態 が 巾葯志に よ る記載 と似

て t6　1） し 蝿 。。d。k。n ，tin の 存在
・・

か ら す れば紫花醐 P ・… 4一 伽 祕 ・・ M ・・… と・褫 られ・嗣 幗 縣

花前胡 と 日 本産ノ ダ ケ は 成 分の 上 か ら も同
一

植物で あ る と綿淪づ け られ る．

．1．）Q．IV， イ プ （シ 。 ・−Pd −D 系）・ ・二 こ で 騨 辭 1・と して 扱 ・ た シ ・ ク ・4・・th・i・・us 　 item − SPRUNG ，　
Pd’D ”a の

DwZ ．TLG （Fig、蝋 ．［述 の Pd−A ．　P・1−・，　Pd −G 系 ・・そ 描 と1・・．X・．i ・ ノ・ く蹴 るパ タ
ーン と し

’．
觀 察 舗 る・Pd’D ’b

の 辭 駄 】
．
・wZ −TLG 上 で 眦 較 （Fisr，4）か らだけ で ｝炯

一
綸 姓 薬 で あ る との 結謙 得ら漁 い ・

　2． 1H ・NMR ス ペ ク トル に よ る パ タ
ー

ン 分析

、H −NMR ス ペ ク ト，レは 次の 釉 力、 ら 楊 踊 髄 よ 嘲 単 に しか 雛 実 に 4 つ の タ イ プ に 分類 す る こ とが
’C きる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （335）
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Fig．5．！H −NMR 　Spectrum ．Pro自le　of 　the 　Et2（⊃　Extr．　Qf 　Each 　Ma 王
・ket　Drug
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Fig．6，　 IH −NMR 　Spectrum −Pronle　of 　the　Et20　Extr．　 of 　Each　 Markct　Drug
　　　

“
Qian−Hu ”

，　Q −II　Type ，　Pd −B　Series

　 i）前胡の エ ーテ
ー
ル エキ ス に は 総 coumarin と して 65〜70％ も含 まれ て い る こ とか ら 7・s），エ

ー
テ ル エ キ ス の

1H ・

NMR ス ペ ク トル は ほ とん どが coumarin 山来 の シ グナ ル と して 観察 され る。しか も Chart　1 に 示 し た よ うに 大多数

が seselin あ る い は xanthyletin 骨格 を有す る dihydropyran 。coumarin で あ り， さらに 同
一一

生薬 に こ の よ うな両骨

格に 由来す る coumarin が 共存 し て い る例は 今 の と こ ろ 知 られ て い な い ，

　ii）IH ・NMR ス ペ ク トル の ceumarin 核に 由来す る シ グ ナ ル は C −3「位と C −4’

位に 結合す る官能基 の 種類 に か か

わ らず，seselin 系 で は C −5 位（7．4〜7．5ppm ）と C −6 位 （6．7〜6．9ppm ） の シ グ ナ ル が 特徴的な doublet（ノ＝8〜
10Hz ） とし て・一方の xanthylctin 系 で は C −5 位 （7・3〜7・6PPm ） と C・8 位 （6、7〜6．　g　PPm ）は それぞれ singlet

として 観察され る ．

iii）前胡 か らf肪 れ る … m ・ ・i・ 　 e・ ｝嵌 轍 5 伽 耐 ・る脂膿 が C ・3’

位 と C −4’

に 糸給 して ・・る伽 ・多い ．そ

の 中て Pd 冒A ’b か ら llナられ る cI）umar 三n ほ す べ て angcl （，y旦基 を イti「，さ らに acetoxyl 某 や isovalcryl基 が 結合 1．
た 化 合物 で あ る．一一方 Pd −〔】−tt か ら得 られ る　couma τi1・ で は 多 くの 場合 senccioyl 基が ，つ ぎに angeloyl 某 や

acct °xyl 基轟
［
・合 じ 匸お り・

sencci ・yl 基 の ：二重糸1恰 一1鯛 謙 二基づ くゾ グゴ
．
・・ （5．5〜6．　O　PPm ）馴 ・職 的な ブ 。 ．一

　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 （336 ）
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Fig．7．1H −NMR 　Spectrum −Pro丘le　of 　thc　Et20 　Extr．　of 　Each　Market　Drug

　　　
帽
てZian−Hu

，’
， ⊆L−III　Type ，

　Pd −C　 Series

Pd−B−C

Il

｝

　

　 　 lO　 9875543Z10ppm
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Qlan−Hu ノ

’ Q7111　Typc ，　Pd ・c　series

ド singlet と して，二 重 結 合 上 の 2 個 の メ チ ル 基 に 基づ くシ グ ナ ル （2・　O〜2・3PPm ）が鋭い singlet と して 観察され

る．

　上 記 3 点に 着 目 し，各市場 品の エ
ー

テ ル エ キ ス の
IH −NMR ス ペ ク トル に つ い て検討 した （た だ し coumarin 骨格

お よび scnecioyl 基 の 二 重結合上 の 水素に 基づ くシ グ ナ ル の 帰 属 の み を記載 した ）．

　D　Q −1 タ イ プ （白花前胡
一Pd −A 系）： Fig．5 か ら明らか な よ うに

，　
Pd −A 系 は 芳香環領域 （6〜8　PPm ）が seselln

骨格に 基 づ くシ グ ナ ル で あ り，メ チ ル 基等領域 （0．8〜2，2ppm ）な ど の シ グ ナ ル パ タ ーン か ら考えて 白花前胡系 とい

え る．

　2）　Q ．一五 タ イ プ （自花前胡一Pd −B 系）； 2種 の i　 fi｛j胡 Pd −B−a と Pd −B−b は Fig・6 か ら明 らか な よ うに scselin 骨

格を有す る こ とか ら Q −1 タ イ プ同様白花前胡系とい え る．しか し 西 前胡 の 1 つ Pd −B−c は 前述 の ご とくDWZ −TLC

の 結果 か ら 見 る限 りて は 白花前胡 と紫花前胡系生薬 の 混入 試料 と も考えられ た もの の ， 1H ・NMR
　
X ペ ク トル に お い

て （Fl9．8 参照），ラ矯 環 お よび エ ス テ ・レ1鯔 j或の シ グ ナ ル ・・…　 一一ソ が 鯉 的 な ・… hyl・ti・ ’
脇 を 有す る dihyd ・・

−

pyran   oumarin 系 で あ る こ とが支持され る の で 次の Q 一皿 タ イ プ と して 分類 した 紫花前胡系 に 入 る．こ の こ とは 市
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Fig．10．　 IH −NMR 　Spectrum −Prome 　of 　the　El20　Extr．　ofEach 　Marke しDrug
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◎ an −Hu ”

Q厂
IV 　Type ，　Pd −D 　Series

場品の 西前胡 と称す る もの に は 白花前胡由来 と紫花前胡由来 の 生 薬が 混 在 し て い た こ とに な る．

　3）　Q 一皿 タ イ プ （紫花前胡
一Pd −C 系）： F三9．7 の Pd・G −a お よ び Fig．9 の ノ ダ ケ Angelica　decursiva　FR ．　et　SAv．

（＝・Peucedanum　decursivum　M へx ［M ・）は い ず れ も linear な xanthyletin
・
周格 お よ び senecioyl 基 に 基 づ くシ グ ナ ル が

認 め られ，し か も全体の シ グ ナ ル パ タ
ー

γ が よ く似 て い る こ とか ら 中国 産 紫花前胡 と 日本産 ノ ダ ケ を 同一植物とす る

結論が さ らに 支持 され る．

　4）　Q −IVタ イ プ （シ ャ ク Pd −D 系）： シ ャ ク Antltriscus　nemorosa 　SPRENG ，　Pd −D −a の
IH ・NMR ス ペ ク トル （Fig，

10） は 芳 香環領域 に seselin もし くは xa ．nthylctin 骨格に 基 づ くシ グナ ル が認 め られ ず，しか も．L述の 試料 とは ま 、，

た く異な る シ グナ
「
ル パ ．！l　一一　7 と L．て観察され る こ とか ら，Pd −D −a は．上述の 3 つ の タ イ ブ とは

’
ま r，た く異な る前胡 と

L
．
て 分類 さ れ る・一

方 Pd −D −b は DwZ ．．Ti．’C の パ タ
ー一

ヴ 分析 （Fi9．4）か らだけ て は Pd −1）−a と 同
．．．・系統生 薬 とは

い えな か っ た 4・の の ，両者の
IH −NMR ス ペ ク トル の シ グ ナ ル パ タ

・一ン か らすれ ば 両 者は 同 じタ イ ゾ の 生 薬 と L て 分

類 され る．

　以 上 述 べ た よ うに ，市場 品前胡 の エ ーテ ル ェ キ ス の 特に coumarin に 着目し DWZ −TLC お よ び 1H −NMR ス ペ ク

（338 ）
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トル に よ る パ タ
ーン 分析な らび に 特微的 な シ グ ナ ル の 解析を 行な うこ とに よ り，市場品前胡 を 4 つ の タ イ プに 分類 で

き る とともに ，前胡 の 基原植物 の 確認法 お よ び 品質評価 と して有効 な 手段 とな る と考 え られ る．
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